
１
．
障
害
児
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

_1
/2

○
平
成

28
年
６
月
３
日
に
公
布
さ
れ
た
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
及
び
児
童
福
祉
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
が
平
成

30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
対
象
拡
大
な
ど
が
図
ら
れ
た
。

○
本
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
た
と
え
ば
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
専
門
の
職
員
が
施
設
を
訪
問
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
も
と
よ
り
、
施
設
の
職
員
も
含
め
た
専
門
的
支
援
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

○
児
童
養
護
施
設
等
に
お
け
る
知
的
障
害
児
・
発
達
障
害
児
等
の
支
援
が
困
難
な
ケ
ー
ス
等
に
つ
い
て
、
保
育
所
等
訪
問
支
援
等
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
貴
管
内
市
区
町
村
、
関
係
機
関
等
へ
の
周
知
を
お
願
い
す
る
。

○
ま
た
、
当
該
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
児
福
祉
担
当
課
の
窓
口
に
お
け
る
通
常
の
給
付
決
定
と
異
な
り
、
「
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
る

措
置
」
に
よ
り
、
児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
す
る
障
害
児
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
当
該
障
害
児
の
保
護
者
が
居
住
す
る
市
町
村
が
保
育
所
等

訪
問
支
援
を
措
置
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

○
当
該
措
置
に
係
る
具
体
的
な
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
「
措
置
児
童
が
障
害
児
通
所
支
援
等
を
利
用
す
る
場
合
の
事
務
処
理
要
領
」
を
お

示
し
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
取
扱
い
を
参
考
に
、
児
童
養
護
施
設
等
か
ら
、
保
育
所
等
訪
問
支
援
等
に
係
る
活
用
の
相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
、

適
切
に
ご
対
応
い
た
だ
き
た
い
。

（
参
考
：
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
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※
「
１
障
害
児
支
援
施
策
の
概
要
」
－
「
（
３
）
措
置
児
童
が
障
害
児
通
所
支
援
等
を
利
用
す
る
場
合
の
取
扱
い
」

（
１
）
児
童
養
護
施
設
等
に
お
け
る
保
育
所
等
訪
問
支
援
等
の
実
施
の
一
層
の
推
進
に
つ
い
て
（
関
連
資
料
１
）
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１
．
障
害
児
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

_2
/2

○
平
成

22
年
の
児
童
福
祉
法
の
改
正
（
平
成

24
年
施
行
）
に
お
い
て
、

18
歳
以
上
の
障
害
者
に
つ
い
て
は
、
就
労
支
援
施
策
や
自
立
訓
練
を
通

じ
、
地
域
移
行
を
促
進
す
る
な
ど
、
大
人
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
、
よ
り
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
障
害
者
施
策
で
対
応
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
。

○
一
方
、
こ
う
し
た
移
行
が
困
難
な
者
の
受
け
入
れ
先
調
整
や
今
後
と
も
毎
年

18
歳
以
上
に
達
す
る
障
害
者
の
移
行
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
入
所
施
設
だ
け
で
な
く
、
都
道
府
県
や
市
町
村
、
移
行
先
と
な
り
う
る
成
人
施
設
等
の
関
係
者
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
る
、

移
行
調
整
の
枠
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
「
障
害
児
の
新
た
な
移
行
調
整
の
枠
組
み
に
向
け
た
実
務
者
会
議
」
を
行
い
、
７

月
に
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
た
。

○
ま
た
、
当
該
報
告
書
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
、
市
町
村
等
の
関
係
者
ご
と
に
具
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
べ
き
こ
と
等
を
手

引
書
と
し
て
ま
と
め
、
「
障
害
児
入
所
施
設
に
入
所
す
る
障
害
児
等
の
新
た
な
移
行
調
整
の
枠
組
み
の
構
築
に
つ
い
て
」
（
令
和
３

年
12
月

23
日
障
発

12
23
第
３
号
）
を
発
出
し
た
。

○
令
和
３
年
３
月

31
日
時
点
で
の
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
・
児
童
相
談
所
設
置
市
に
お
い
て
、

18
歳
以
上
で
移
行
先
が
決
ま
っ
て

い
な
い
者
の
人
数
は

47
0人
の
と
こ
ろ
、
引
き
続
き
、
各
都
道
府
県
等
に
お
か
れ
て
は
、
障
害
児
入
所
施
設
の
入
所
児
童
の
実
態
を
把

握
し
つ
つ
、
入
所
し
て
い
る
過
齢
児
及
び

18
歳
未
満
の
児
童
の
円
滑
な
移
行
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
上
記
通
知
の
手
引
書
を

読
み
込
ん
で
い
た
だ
き
、
市
町
村
や
施
設
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
等
に
努
め
ら
れ
た
い
。

（
参
考
：
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
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※
「
７
障
害
児
入
所
施
設
に
入
所
す
る
児
童
の
新
た
な
移
行
調
整
の
枠
組
み
に
つ
い
て
」

○
な
お
、
現
在
、

18
歳
以
上
の
障
害
児
入
所
施
設
の
入
所
者
に
支
給
さ
れ
て
い
る
「
経
過
的
サ
ー
ビ
ス
費
」
に
つ
い
て
は
、
未
移
行
者
の
移
行

完
了
に
向
け
た
「
準
備
期
間
」
と
し
て
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
は
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
そ
れ
ま
で
の
間
に
、
都
道
府
県
等
の
下
で
、
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
連
携
し
、
令
和
５
年
度
末
に
向
け
て
、
当
事
者

一
人
一
人
の
「
固
有
の
尊
厳
の
尊
重
」
が
促
進
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
成
人
と
し
て
の
生
活
の
場
に
移
行
が
完
了
す
る
よ
う
移
行
調

整
を
加
速
い
た
だ
き
た
い
。

（
２
）
障
害
児
入
所
施
設
に
お
け
る
1
8
歳
以
上
入
所
者
（
い
わ
ゆ
る
「
過
齢
児
」
）
の
移
行
に
つ
い
て
（
関
連
資
料
２
）
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児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
等

保
育
所
等
訪
問
支
援

保
育
所
・
幼
稚
園

小
学
校

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

訪
問
先

集
団
生
活
へ
の

適
応
の
た
め
の

支
援

等

訪
問
対
象

の
拡
大

乳
児
院

児
童
養
護
施
設

H
.3
0
～

○
乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
障
害
児
を
対
象
者
と
し
て
追
加

※
現
在
の
対
象
者
は
、
以
下
の
施
設
に
通
う
障
害
児

・
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
等

・
そ
の
他
児
童
が
集
団
生
活
を
営
む
施
設
と
し
て
、
地
方
自
治
体
が
認
め
る
も
の

（
例
：
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

対
象
者
の
拡
大
（
平
成
3
0
年
度
～
）

○
児
童
が
集
団
生
活
を
営
む
施
設
を
訪
問
し
、
他
の
児
童
と
の
集
団
生
活
へ

の
適
応
の
た
め
の
専
門
的
な
支
援
等
を
行
う
。

①
障
害
児
本
人
に
対
す
る
支
援
（
集
団
生
活
適
応
の
た
め
の
訓
練
等
）

②
訪
問
先
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
支
援
（支
援
方
法
等
の
指
導
等
）

支
援
内
容

○
乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設
の
入
所
者
に
占
め
る
障
害
児
の
割
合
は
３
割
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
職
員
に
よ
る
支
援
に
加
え
て
、
発
達
支
援
に
関
す
る
専
門
的
な

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
（
乳
児
院
：3
0
.2
％
、
児
童
養
護
施
設
：3
6
.7
％
／
平
成
2
9
年
度
）

○
こ
の
た
め
、
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
対
象
を
乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る
障
害
児
に
拡
大
し
、
障
害
児
本
人
に
対
し
て
他
の
児
童
と
の
集
団

生
活
へ
の
適
応
の
た
め
の
専
門
的
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
施
設
の
職
員
に
対
し
て
障
害
児
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
内
容
や
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
助
言

等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

児
童
養
護
施
設
・
乳
児
院
に
お
け
る
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
の

利
用
に
つ
い
て

関
連
資
料
１
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障
害
児
の

新
た

な
移
行

調
整

の
枠
組

み
に

向
け
た

実
務
者
会
議

○
平

成
2
2
年

の
児

童
福

祉
法

の
改

正
（

平
成

2
4
年

施
行

）
に

お
い

て
､
1
8
歳

以
上

の
障

害
者

に
つ

い
て

は
､
大

人
と

し
て

ふ
さ

わ
し

い
､
よ

り
適

切
な

支
援

を
行

っ
て

い
く

た
め

、
障

害
者

施
策

で
対

応
す

る
こ

と
と

さ
れ

た
。

こ
の

際
、

現
に

障
害

児
施

設
に

入
所

し
て

い
る

1
8
歳

以
上

の
者

が
退

所
さ

せ
ら

れ
る

こ
と

が
な

い
よ

う
み

な
し

規
定

を
設

け
、

経
過

的
に

入
所

を
継

続
で

き
る

こ
と

と
し

た
。

現
在

も
福

祉
型

障
害

児
入

所
施

設
に

つ
い

て
は

経
過

的
な

取
扱

い
が

続
い

て
い

る
。

○
そ

の
後

、
令

和
２

年
２

月
に

取
り

ま
と

め
ら

れ
た

「
障

害
児

入
所

施
設

の
在

り
方

に
関

す
る

検
討

会
」

報
告

書
で

は
、

「
み

な
し

規
定

の
期

限
（

令
和

３
年

３
月

3
1
日

ま
で

）
を

、
こ

れ
以

上
延

長
す

る
こ

と
な

く
成

人
期

に
ふ

さ
わ

し
い

暮
ら

し
の

保
障

と
適

切
な

支
援

を
行

っ
て

い
く

べ
き

」
と

提
言

さ
れ

た
。

○
こ

れ
ら

を
踏

ま
え

、
移

行
が

困
難

な
者

の
受

け
入

れ
先

調
整

や
、

今
後

と
も

毎
年

1
8
歳

以
上

に
達

す
る

障
害

者
の

移
行

調
整

の
枠

組
み

、
受

け
皿

整
備

の
有

効
な

方
策

等
を

整
理

し
、

円
滑

な
移

行
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
検

討
を

行
う

た
め

、
「

障
害

児
の

新
た

な
移

行
調

整
の

枠
組

み
に

向
け

た
実

務
者

会
議

」
を

開
催

す
る

。

１
．

趣
旨

（
１

）
都

道
府

県
等

で
の

新
た

な
移

行
調

整
の

枠
組

み
に

つ
い

て
（

２
）

移
行

先
の

調
整

・
受

け
皿

整
備

の
有

効
な

方
策

に
つ

い
て

２
．
検
討
事
項

榎
本

博
文

(
公

財
)日

本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
理
事

・
障
害
者
支
援
施
設
部
会

部
会
長

加
藤

恵
半

田
市

障
が

い
者

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

セ
ン

タ
ー

長
北

川
聡

子
(
公

財
)日

本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
副
会
長
・
児
童
発
達
支
援
部
会

部
会
長

小
﨑

慶
介

全
国

肢
体

不
自

由
児

施
設

運
営

協
議

会
会

長
児

玉
和

夫
(
公

社
)
日

本
重

症
心

身
障

害
福

祉
協

会
理

事
長

鈴
木

香
奈

子
東

京
都

児
童

相
談

セ
ン

タ
ー

事
業

課
人

材
確

保
専

門
員

高
橋

朋
生

神
奈

川
県

福
祉

子
ど

も
み

ら
い

局
福

祉
部

障
害

サ
ー

ビ
ス

課
課

長
◎

田
村

和
宏

立
命

館
大

学
産

業
社

会
学

部
教

授
中

野
繁

北
海

道
保

健
福
祉
部
福
祉
局
障

が
い
者
保
健
福
祉
課

精
神
医
療
担
当
課
長

丹
羽

彩
文

(
福

)
昴

理
事

長
箱

嶋
雄

一
大

阪
府

福
祉

部
障

が
い

福
祉

室
地

域
生

活
支

援
課

課
長

長
谷

川
守

福
島

県
保

健
福

祉
部

障
が

い
福

祉
課

課
長

又
村

あ
お

い
(
一

社
)
全

国
手

を
つ

な
ぐ

育
成

会
連

合
会

常
務

理
事

・
事

務
局

長
黛

昭
則

埼
玉

県
福

祉
部

障
害

者
支

援
課

課
長

三
塚

淳
福

島
県

こ
ど

も
未

来
局

児
童

家
庭

課
課

長
美

保
圭

祐
徳

島
県

保
健

福
祉

部
障

が
い

福
祉

課
課

長
山

川
雅

洋
大

阪
市

福
祉

局
障

が
い

者
施

策
部

障
が

い
支

援
課

課
長

○
米

山
明

(
福

)
全

国
心

身
障

害
児

福
祉

財
団

理
事

◎
座
長
、

○
座

長
代
理

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

４
．

構
成
員

第
１

回
（

令
和

３
年

１
月

６
日

）
○

障
害

児
入

所
施

設
の

移
行

の
現

状
等

○
本

会
議

の
進

め
方

等
○

障
害

児
入

所
施

設
移

行
状

況
に

関
す

る
調

査
票

第
２

回
（

令
和

３
年

４
月

８
日

）
○

都
道

府
県

等
で

の
新

た
な

移
行

調
整

の
枠

組
み

①
○

移
行

に
関

す
る

受
入

先
確

保
・

施
設

整
備

の
在

り
方

第
３

回
（

令
和

３
年

５
月

２
０

日
）

○
都

道
府

県
等

で
の

新
た

な
移

行
調

整
の

枠
組

み
②

○
移

行
に

関
す

る
年

齢
と

必
要

な
制

度

第
４

回
（

令
和

３
年

６
月

１
７

日
）

○
移

行
に

関
す

る
意

思
決

定
支

援
の

在
り

方
等

第
５

回
（

令
和

３
年

７
月

８
日

）
○

議
論

の
と

り
ま

と
め

①

第
６

回
（

令
和

３
年

７
月

２
７

日
）

○
議

論
の

と
り

ま
と

め
②

※
令

和
３

年
８

月
1
2
日

に
報

告
書

を
公

表

３
．

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※
報
告
書
の

UR
L

ht
tp

s:/
/w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/s
tf/

ne
w

pa
ge

_2
04

42
.h

tm
l

関
連
資
料
２
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＜
基
本
的
考
え
方
＞

【
概
要
】
障
害
児
の
新
た
な
移
行
調
整
の
枠
組
み
に
向
け
た
実
務
者
会
議
報
告
書

（
令
和
３
年
８
月

1
2
日
）

＜
検
討
の
経
緯
＞

○
障
害
児
入
所
施
設

(※
)は
、
家
庭
に
お
け
る
養
育
が
困
難
で
あ
る
障
害
児
等
に
対
し
、
で
き
る
限
り
良
好
な
家
庭
的
環
境
の
中
で
、

発
達
を
支
援
し
育
成
す
る
役
割
を
有
す
る
。
（
※
福
祉
型
の
場
合
、
約
７
割
を
措
置
入
所
が
占
め
、
約
３
割
は
被
虐
待
児
。
）

○
一
方
、
障
害
の
あ
る
児
童
も
、
成
長
し
た
後
は
、
大
人
と
し
て
個
を
尊
重
さ
れ
、
日
中
活
動
の
場
の
確
保
等
を
含
め
、
成
人
に
相

応
し
い
環
境
の
中
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

平
成

24
年
施
行
の
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り
、

18
歳
以
上
と
な
っ
た
者
は
、
障
害
者
施
策
に
お
い
て
成
人
と
し
て
適
切
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
が
、
移
行
調
整
が
十
分
進
ま
ず
、
多
く
の

18
歳
以
上
の
者
が
障
害
児
入
所
施
設
に
留
ま
っ
て
い
る
状
況
。

○
こ
の
た
め
、
現
入
所
者
が
移
行
先
が
見
つ
か
ら
な
い
ま
ま
退
所
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
累
次
に
わ
た
り
、
障
害
児
入
所

施
設
の
指
定
を
も
っ
て
、
障
害
者
支
援
施
設
の
基
準
を
満
た
す
と
す
る
「
み
な
し
規
定
」
を
延
長
し
、
経
過
的
な
入
所
を
継
続
。

⇒
児
者
混
在
等
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
い
環
境
（
子
ど
も
と
し
て
安
心
し
て
過
ご
せ
る
／
成
長
に
相
応
し
い
大
人
と
し
て
個

を
尊
重
さ
れ
る
等
）
が
確
保
さ
れ
な
い
状
況
を
解
決
す
る
た
め
、
令
和
３
年
１
月
よ
り
検
討
を
実
施
。

○
ま
ず
、
障
害
児
入
所
施
設
(※
福
祉
型
･医
療
型
共
通
)に
お
い
て
、
す
べ
て
の
入
所
児
童
(※
1
5
歳
以
上
)の
移
行
支
援
を
開
始
。

○
都
道
府
県
(政
令
市
)が
管
内
全
体
の
移
行
調
整
の
責
任
主
体
と
し
て
、
協
議
の
場
を
設
け
、
円
滑
な
移
行
が
難
し
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

は
、
関
係
者
（
児
童
相
談
所
・
相
談
支
援
事
業
所
・
障
害
児
入
所
施
設
等
）
の
協
力
の
も
と
で
移
行
調
整
を
進
め
る
。
（
移
行
先
が
あ
る

程
度
決
ま
っ
て
き
た
段
階
で
、
移
行
後
に
向
け
て
、
移
行
後
の
支
給
決
定
主
体
(市
町
村
)へ
引
継
ぎ
）

１
．
都
道
府
県
に
よ
る
新
た
な
移
行
調
整
の
枠
組
み

○
都
道
府
県
(政
令
市
)の
も
と
で
、
市
町
村
、
児
童
相
談
所
、
障
害
児
入
所
施
設
、
相
談
支
援
事
業
所
、
成
人
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
等
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
連
携
し
、
円
滑
・
速
や
か
な
移
行
を
図
る
。

○
そ
の
際
は
、
障
害
の
あ
る
児
童
の
意
思
決
定
を
支
援
し
、
そ
の
選
択
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
こ
と
、
現
時
点
の
暮
ら
し
の
充
実
が
疎

か
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
点
等
に
留
意
。
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２
．
移
行
先
確
保
・
施
設
整
備
の
あ
り
方

３
．
移
行
支
援
の
た
め
の
新
た
な
制
度

○
本
人
・
保
護
者
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
家
庭
復
帰
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
地
域
へ
の
移
行
を
積
極
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
。

一
方
、
専
門
的
な
手
厚
い
支
援
が
必
要
な
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
整
備
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
）
の
要
否
・
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
、
1
5
歳
以
上
の
移
行
支
援
対
象
者
数
の
中
長
期
的
な
見
通
し
を
考
慮
し
な
が
ら
、
各
都
道
府
県
等
に
お
い
て
検
討
。

○
個
々
の
施
設
の
状
況
に
よ
り
、
児
者
転
換
（
障
害
児
入
所
施
設
か
ら
障
害
者
支
援
施
設
へ
の
転
換
）
や
、
児
者
併
設
（
障
害
児
入
所

施
設
を
分
割
し
一
方
を
障
害
者
支
援
施
設
と
す
る
）
も
一
定
期
間
で
の
対
応
策
の
選
択
肢
の
一
つ
。
た
だ
し
、
児
者
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応

し
い
環
境
や
支
援
・
ケ
ア
の
確
保
に
対
す
る
留
意
や
、
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
児
の
定
員
の
あ
り
方
を
障
害
児
福
祉
計

画
の
改
定
等
に
お
い
て
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
。

○
強
度
行
動
障
害
者
の
ケ
ア
の
た
め
の
基
盤
整
備
は
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト
（
支
援
人
材
の
育
成
）
面
も
重
要
で
あ
り
、
令

和
６
年
度
報
酬
改
定
に
向
け
て
別
途
検
討
を
進
め
る
必
要
。

○
1
5
歳
頃
か
ら
、
障
害
児
入
所
施
設
職
員
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
※
）
が
本
人
の
意
思
決
定
を
支
援
し
つ
つ
、
相
談
支
援
事
業
所

が
、
1
5
歳
頃
（
障
害
児
施
設
入
所
中
）
か
ら
、
成
人
と
し
て
の
生
活
へ
の
移
行
･定
着
ま
で
を
、
一
貫
し
て
支
援
す
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
仕
組
み
を
設
け
る
必
要
。

○
ま
た
、
障
害
児
入
所
施
設
の
措
置
・
給
付
決
定
主
体
で
あ
る
都
道
府
県
等
が
、
移
行
調
整
に
必
要
と
な
る
相
談
支
援
・
体
験
利
用

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
）
に
つ
い
て
、
障
害
児
入
所
施
設
の
処
遇
の
一
環
と
し
て
、
一
元
的
・
包
括
的
に
決
定
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
。

○
そ
の
際
、
一
定
年
齢
以
上
の
入
所
で
移
行
可
能
な
状
態
に
至
っ
て
い
な
い
場
合
や
、
強
度
行
動
障
害
等
が
1
8
歳
近
く
な
っ
て
強
く
顕

在
化
し
1
8
歳
で
の
移
行
が
適
切
で
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
等
の
協
議
の
場
で
の
判
断
を
経
て
、
2
2
歳
満
了
時

ま
で
移
行
せ
ず
に
障
害
児
入
所
施
設
へ
の
入
所
継
続
が
で
き
る
よ
う
制
度
的
対
応
を
図
る
必
要
。

成
人
と
し
て
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
ま
ま
「
み
な
し
規
定
」
に
よ
り
継
続
す
る
「
経
過
的
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
支
給
は
、
未
移
行
者
の
移
行

完
了
に
向
け
た
「
準
備
期
間
」
と
し
て
、
令
和
５
年
度
末
ま
で
は
継
続
。

そ
れ
ま
で
の
間
に
、
都
道
府
県
等
の
下
で
、
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
連
携
し
、
み
な
し
規
定
終
了
に
向
け
て
、
当
事

者
一
人
一
人
の
「
固
有
の
尊
厳
の
尊
重
」
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
移
行
調
整
を
加
速
さ
せ
る
。

※
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
ht

tp
s:

//w
w

w
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w

.g
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令
和
３
年
３
月
3
1
日
時
点
に
お
い
て
18
歳
以
上
で
、
引
き
続
き
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
を

継
続
利
用
す
る
予
定
の
者
（療
養
介
護
利
用
者
は
除
く
）
の
状
況

（
注
：
施
設
所
在
地
で
の
人
数
の
た
め
、
各
都
道
府
県
等
の
給
付
・
措
置
の
人
数
と
は
一
致
は
し
な
い
）

※
移
行
先
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
令
和
３
年
度
中
に
退
所
予
定
の
者
を
除
く

出
典
：
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
障
害
児
・
発
達
障
害
者
支
援
室
調
べ

※
５
名
以
下
の
都
道
府
県
は
個
人
が
特
定
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
人
数
の
記
載
は
省
略
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発
達
障
害
児
支
援
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

•
発
達
障
害
児
者
の
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
す
る
一
貫
し
た
支
援
を
行
う
た
め
、
地
域
の
中
核
で
あ
る
発
達
障
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
等
に
発
達
障
害
者
地
域
支
援
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
発
達
障
害
児
者
に
対
す
る
地
域
支
援
機
能
を
強
化
す
る
ほ

か
、
発
達
障
害
に
関
す
る
住
民
へ
の
理
解
促
進
や
、
発
達
障
害
特
有
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
の
導
入
促
進
等
を
実
施
し
、

発
達
障
害
児
者
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
の
「
発
達
障
害
者
支
援
体
制
整
備
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

•
令
和
４
年
度
予
算
案
で
は
、
近
年
の
発
達
障
害
関
係
の
相
談
件
数
の
増
加
に
伴
う
困
難
事
例
の
増
等
に
対
応
す
る
た
め
、
発

達
障
害
者
地
域
支
援
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
配
置
体
制
を
強
化
し
、
困
難
事
例
へ
の
対
応
促
進
等
を
図
る
こ
と
で
、
更
な
る
地
域
支

援
機
能
の
強
化
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

•
各
都
道
府
県
、
指
定
都
市
に
お
い
て
は
、
本
事
業
を
積
極
的
に
活
用
い
た
だ
き
、
発
達
障
害
者
地
域
支
援
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
配

置
な
ど
地
域
支
援
機
能
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

（
１
）
発
達
障
害
児
者
に
対
す
る
地
域
支
援
機
能
の
強
化
（
関
連
資
料
１
）
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•
毎
年
４
月
２
日
は
、
平
成
1
9
年
1
2
月
に
国
連
が
制
定
し
た
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
に
お
い
て

は
、
こ
の
日
を
自
閉
症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
浸
透
を
図
る
機
会
と
し
て
捉
え
、
関
係
団
体

等
と
連
携
し
て
、
広
く
一
般
国
民
へ
の
普
及
啓
発
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

•
こ
れ
に
先
立
ち
、
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
2
0
2
2
・
日
本
実
行
委
員
会
に
お
い
て
、
「
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
」
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
自
閉
症
の
特
性
が
あ
る
「
ジ
ュ
リ
ア
」
と
愛
犬
の
「
ロ
ー
ズ
」
、
友
達
の
「
エ
ル
モ
」
、
「
ク
ッ
キ
ー
モ
ン
ス

タ
ー
」
を
起
用
し
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
２
月
か
ら
各
自
治
体
等
へ
配
布
し
て
い
る
。

•
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
の
他
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
（
チ
ラ
シ
）
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
、
実
行
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
の
で
、
各
自
治
体
に
お
か
れ
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、

関
係
機
関
や
関
係
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
広
く
一
般
の
方
へ
の
関
心
を
高
め
、
地
域
住
民
へ
の
発
達
障
害
の
理
解

が
促
進
さ
れ
る
よ
う
な
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
創
意
工
夫
に
よ
る
積
極
的
な
普
及
啓
発
を
お
願

い
し
た
い
。

（
参
考
）
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・
日
本
実
行
委
員
会
（
公
式
サ
イ
ト
）

（
h
tt
p
:/
/w
w
w
.w
o
rl
d
a
u
ti
sm
a
w
a
re
n
e
ss
d
a
y.
jp
/h
td
o
cs
/）

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
の
制
定
の
経
緯
や
地
域
に
お
け
る
取
組
等
に
関
す
る
情
報
を
掲
載

（
２
）
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
に
つ
い
て
（
関
連
資
料
２
）
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○
家
族
支
援
の
た
め
の
人
材
育
成

（
家
族
の
対
応
力
向
上
）

・
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
当
事
者
に
よ
る
助
言
）

・
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー

等

○
当
事
者
の
適
応
力
向
上
の
た
め
の
人
材
育
成

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

等

○
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
の
導
入
促
進

・
Ｍ
－
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｔ
、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｓ
-Ｔ
Ｒ

等

発
達
障
害
者
支
援
体
制
整
備
事
業
【
拡
充
】

乳
幼
児
期
か
ら
成
人
期
に
お
け
る
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
す
る
一
貫
し
た
支
援
の
提
供
を
目
的
と
し
て
、
関
係
機
関
等
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
や
、
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
・
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
の
導
入
に
よ
る
家
族
支
援
体
制
の
整
備
、
発
達
障
害
特
有
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

ツ
ー
ル
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
の
研
修
会
等
の
開
催
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
中
核
で
あ
る
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
地
域
支
援
機
能

の
強
化
を
図
る
た
め
、
「
発
達
障
害
者
地
域
支
援
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
の
配
置
を
行
い
、
市
町
村
・
事
業
所
・
医
療
機
関
と
の
連
携
や
困
難
ケ
ー
ス
へ
の
対

応
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
予
算
案
で
は
、
近
年
の
発
達
障
害
関
係
の
相
談
件
数
の
増
に
伴
う
困
難
事
例
の
増
等
に
対
応
す
る
た
め
、
発
達
障
害
者
地
域
支
援
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
体
制
強
化
と
し
て
、
全
て
の
都
道
府
県
・
指
定
都
市
で
２
名
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
、
困
難
事
例
へ
の
対
応
促
進
等
を
図
る
こ
と
で
、
更

な
る
地
域
支
援
機
能
の
強
化
を
進
め
る
。

連
携

連
携

都
道
府
県
・
指
定
都
市

１
．
住
民
に
わ
か
り
や
す
い
窓
口
の
設
置
や

連
絡
先
の
周
知

２
．
関
係
部
署
と
の
連
携
体
制
の
構
築

（
例
：
個
別
支
援
フ
ァ
イ
ル
の
活
用
・
普
及
）

３
．
早
期
発
見
、
早
期
支
援
等
（
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
の
推
進

・
人
材
確
保
／
人
材
養
成

・
専
門
的
な
機
関
と
の
連
携

・
保
健
セ
ン
タ
ー
等
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
を
活
用

市
町
村

展
開
・
普
及

○
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

・
発
達
障
害
者
及
び
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に

応
じ
た
適
切
な
助
言
等
の
実
施
（
直
接
支
援
）

・
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
や
各
種
研
修
の
実
施

に
よ
る
地
域
で
の
総
合
的
な
支
援
体
制
の
整
備

の
推
進
（
間
接
支
援
）

○
発
達
障
害
者
地
域
支
援
マ
ネ
ジ
ャ
ー

・
市
町
村
・
事
業
所
・
医
療
機
関
と
の
連
携

及
び
困
難
事
例
へ
の
対
応
等
に
よ
る
地
域

支
援
の
機
能
強
化
を
推
進

(主
に
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
配
置
)

→
体
制
の
強
化
に
よ
る
困
難
事
例
等
へ
の

対
応
促
進
（
拡
充
）

相
談
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

派
遣
・
サ
ポ
ー
ト

○
自
治
体
内
の
支
援
ニ
ー
ズ
や
支
援
体
制
の
現
状
等

を
把
握
。
市
町
村
又
は
障
害
福
祉
圏
域
ご
と
の
支

援
体
制
の
整
備
の
状
況
や
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
検
証

○
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
や
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
配
置
、
そ
の

役
割
の
見
直
し
等
を
検
討

○
家
族
支
援
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
の
普
及
を

計
画

※
年
２
～
３
回
程
度
開
催

令
和
４
年
度
予
算
案

3
9
2
,8
2
1
千
円

発
達
障
害
者
支
援
地
域
協
議
会

研
修
会
等
の
実
施

関
連
資
料
１
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世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
（
４
月
２
日
）
、
発
達
障
害
啓
発
週
間
（
４
月
２
日
～
８
日
）

【
国
連
に
お
け
る
採
択
】

〇
平
成
１
９
年
１
２
月
、
国
連
総
会
に
お
い
て
カ
タ
ー
ル
国
の
提
出
し
た
議
題
「
４
月
２
日
を
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
に
定
め
る
」
決
議
を
コ
ン
セ
ン
サ
ス

（
無
投
票
）
採
択
。

決
議
事
項

・
４
月
２
日
を
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
と
し
、
２
０
０
８
年
以
降
毎
年
祝
う
こ
と
と
す
る
。

・
全
て
の
加
盟
国
や
、
国
連
そ
の
他
の
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
民
間
を
含
む
市
民
社
会
が
、
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
を
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
祝
う
こ

と
を
促
す
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
加
盟
国
が
、
自
閉
症
の
こ
ど
も
に
つ
い
て
、
家
庭
や
社
会
全
体
の
理
解
が
進
む
よ
う
に
意
識
啓
発
の
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
に
促
す
。

・
事
務
総
長
に
対
し
、
こ
の
決
議
を
全
て
の
加
盟
国
及
び
国
連
機
関
に
注
意
喚
起
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

〇
平
成
２
０
年
４
月
以
降
国
連
事
務
総
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
。
併
せ
て
、
世
界
各
地
で
当
事
者
団
体
等
が
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
。

＜
啓
発
ポ
ス
タ
ー
＞

＜
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
H
P
＞

関
連
資
料
２
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